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り
ま
し
た
が
、
将
来
の
元
利

償
還
金
へ
の
財
源
対
策
と
し

ま
し
て
、
減
債
基
金
を
事
業

着
手
当
時
よ
り
13
億
円
超
ま

で
着
実
に
積
み
立
て
、
当
該

基
金
の
活
用
と
将
来
を
見
通

し
た
財
政
運
営
の
安
定
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
単
独
で
行
っ

て
い
た
ご
み
処
理
事
業
に

お
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、

焼
却
施
設
の
更
新
に
は
30
億

円
以
上
と
の
試
算
が
な
さ

れ
、
そ
の
財
源
も
起
債
等
に

よ
り
将
来
に
亘
り
財
政
を
圧

迫
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
６
月

に
西
秋
川
衛
生
組
合
へ
の
加

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
加
入

に
伴
う
施
設
整
備
負
担
金
は

７
億
６
千
万
円
ほ
ど
で
あ
り

ま
し
た
が
、
22
億
４
千
万
円

の
将
来
負
担
を
軽
減
し
、
住

民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
ご

み
処
理
に
対
す
る
不
安
が
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
公
設
の
斎
場
整

備
の
要
望
や
火
葬
場
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
単
独

で
の
整
備
は
不
可
能
な
こ
と

か
ら
、
秋
川
流
域
斎
場
組
合

に
、
平
成
25
年
５
月
よ
り
加

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
斎
場

の
利
用
が
組
合
に
加
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
式
場
使
用
料

は
従
来
と
比
較
し
て
２
分
の

１
、
火
葬
料
に
つ
い
て
は

８
万
円
が
１
万
円
に
な
る
等
、

安
価
な
料
金
で
使
用
で
き
、

広
く
住
民
に
寄
与
す
る
生
活

基
盤
の
課
題
解
決
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
奥
多
摩
町
の

誕
生
以
来
、「
観
光
立
町
」
を

標
榜
す
る
町
と
し
て
、
お
く

た
ま
海
沢
ふ
れ
あ
い
農
園
の

整
備
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業

の
開
始
、
は
と
の
す
荘
の
建

て
替
え
等
や
現
在
は
、「
日
本

一
き
れ
い
な
観
光
用
公
衆
ト

イ
レ
」
を
目
指
し
、
観
光
用

公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
を
行
い
、

観
光
事
業
の
振
興
を
実
施
す

る
な
ど
、
数
多
く
の
町
の
課

題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
行
財
政

改
革
、
財
政
基
盤
の
安
定
に

も
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

平
成
16
年
５
月
に
私
が
町
長

就
任
し
た
時
の
積
立
基
金
の

状
況
は
、
10
億
２
千
万
円
程

度
で
あ
っ
た
も
の
を
平
成
29

年
度
末
に
は
、
42
億
８
千
万

円
と
し
約
４
倍
に
増
加
さ
せ

る
一
方
、
一
般
会
計
に
お
け

る
地
方
債
現
在
高
は
、
平
成

15
年
度
末
、
44
億
５
千
万
円

だ
っ
た
も
の
を
平
成
29
年
度

末
に
は
22
億
９
千
万
円
と
約

２
分
の
１
に
減
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
た
な
借
入
金
の

抑
制
を
行
い
、
そ
の
分
の
財

源
補
完
を
東
京
都
市
町
村
総

合
交
付
金
に
求
め
、
将
来
に

渡
る
財
政
不
安
の
解
消
に
取

り
組
ん
だ
結
果
で
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
27
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
「
第
５
期
奥

多
摩
町
長
期
総
合
計
画
」
に

お
い
て
は
、「
人　

森
林
（
も

り
）　

清
流　

お
く
た
ま
魅
力

発
信
！
」 

～
住
み
た
い 

住
み

続
け
た
い 

み
ん
な
が
支
え
る

癒
し
の
ま
ち 

奥
多
摩
～ 

を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
豊

か
な
森
林
（
も
り
）
と
清
流

の
中
で
自
然
と
共
生
す
る
町

に
お
い
て
、
多
く
の
魅
力
に

包
ま
れ
た
、
住
む
人
と
訪
れ

る
人
が
癒
さ
れ
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
生
涯
を

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
過

疎
化
が
進
行
す
る
町
の
最
大

の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
少
子

化
対
策
と
定
住
化
対
策
を
「
奥

多
摩
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
位
置
付
け
、
重
点
的
に
、

ま
た
、
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
奥
多
摩
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
少

子
化
対
策
の
推
進
と
し
て
、

出
会
い
・
暮
ら
し
、
子
育
ち
・

教
育
の
分
野
を
、
ま
た
、
住

み
た
い
方
が
住
め
る
町
を
築

く
た
め
、
定
住
化
対
策
の
推

進
と
し
て
、
仕
事
、
住
ま
い

の
分
野
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
対
策
は
、
過
疎
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
当
町
に
お
い
て
、

高
齢
化
対
策
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
化

率
は
49
％
と
非
常
に
高
い
状

況
が
続
く
中
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
低
下
し
つ
つ
あ
る

地
域
も
見
ら
れ
る
町
に
お
い

て
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き

取
組
で
あ
る
と
考
え
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

平
成
20
年
３
月
に
は
地
域
全

体
で
子
ど
も
や
子
育
て
を
支


